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２
月
17
日
（
日
）、
理
容
学

園
に
お
い
て
理
容
業
に
関
心
の

あ
る
高
校
生
な
ど
、
13
人
が
体

験
学
習
を
受
講
さ
れ
た
。

　

今
泉
理
事
長
、
松
井
県
教
育

部
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
体
験

学
習
は
山
口
中
央
講
師
の
進
行

で
、
始
め
に
理
容
世
界
大
会
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
た
。
受
講
生

は
山
口
講
師
の
説
明
に
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
あ
っ
た
。

　

大
和
講
師
の
デ
モ
ス
ト
、

カ
ッ
ト
は
15
分
の
短
時
間
で
ヘ

ア
を
仕
上
げ
、
生
徒
は
皆
目
を

見
張
っ
た
。

　

実
地
に
お
い
て
は
４
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
パ
ー
マ
、

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
エ
ス
テ
、
カ
ッ

ト
、
ア
イ
ロ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
に

受
講
生
は
15
分
ご
と
に
セ
ク

シ
ョ
ン
を
替
え
て
持
ち
回
り
に

挑
戦
し
た
。

　

中
に
は
美
容
師
の
女
性
も
参

加
し
て
お
り
、
理
容
師
に
な
り

た
い
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
受

講
状
況
を
み
て
今
泉
理
事
長

は
、
皆
さ
ん
本
当
に
楽
し
げ
に

体
験
し
て
い
る
の
で
明
る
い
兆

し
が
あ
る
と
語
っ
た
。
こ
の
事

業
は
毎
年
実
行
し
て
い
る
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
県
講
師
始

め
関
係
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
終
了
に
あ
た
り
県
組
合

よ
り
本
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
配

布
、
集
計
し
解
散
と
な
っ
た
。

　
（
県
広
報
部
長　

小
林
真
澄
） 　

平
成
25
年
２
月
18
日
（
月
）、

「
就
活
ヘ
ア
」
講
習
会
が
増
子

均
全
理
連
中
央
講
師
を
招
き
、

理
容
学
校
で
行
な
わ
れ
た
。

　

増
子
氏
が
到
着
し
、
ま
ず
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
せ
て
か
ら
講
義
が
始

ま
り
、
お
客
様（
学
生
）が
就
活

に
で
き
る
だ
け
有
利
に
な
る
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
こ
と

や
現
在
の
就
活
事
情
を
受
講
者

に
伝
え
た
。そ
し
て
、配
布
し
た

冊
子
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
お

客
様
は
も
ち
ろ
ん
家
族
の
方
、

更
に
中
学
生
に

も
見
せ
て
今
後

に
役
立
て
て
も

ら
え
る
様
な
工

夫
も
必
要
だ
と

伝
え
ら
れ
た
。

　

次
に
こ
の

春
就
職
が
決

ま
っ
た
岡
田
さ

ん
（
一
般
の

方
）
を
モ
デ
ル

に
実
技
が
始
ま

り
、
ス
キ
鋏
の

使
い
方
な
ど
、

ポ
イ
ン
ト
を
丁

寧
に
説
明
し
な
が
ら
カ
ッ
ト
が

終
了
し
た
。
当
日
の
前
橋
は
雪

が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
約
18

人
の
受
講
者
は
皆
真
剣
に
受
講

し
、
少
し
で
も
自
分
の
も
の
に

し
て
今
後
に
活
か
し
て
い
こ
う

と
い
う
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

や
は
り
時
間
を

作
っ
て
も
講
習
会

は
受
講
す
る
べ
き

だ
と
改
め
て
感
じ

た
。

（
利
根
沼
田
支
部

　

小
沼
義
和
）

体
験
学
習
に
十
三
人
が
参
加

群
馬
理
容
組
合
主
催
で

　

第
55
回
群
馬
県
生
活
衛
生
業

者
大
会
が
１
月
30
日
（
水
）、

前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
理
美
容
業
を
は
じ

め
旅
館
ホ
テ
ル
業
、
飲
食
業
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、公
衆
浴
場
、

興
行
な
ど
県
民
生
活
と
衛
生
に

密
接
に
関
わ
る
業
者
が
参
加
す

る
も
の
で
、
各
同
業
組
合
で
永

年
活
動
、
地
域
の
生
活
衛
生
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
会
員
に
表

彰
な
ら
び
に
感
謝
状
贈
呈
が
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

理
容
組
合
で
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

○
群
馬
県
知
事
表
彰（
敬
称
略
）

　

大
川　

浩（
利
根
沼
田
支
部
）

○
群
馬
県
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

連
合
会
長
表
彰

　

竹
内　

幸
彦
（
前
橋
支
部
）

　

安
濟　

一
男
（
吾
妻
支
部
）

　

小
林　
　

明（
伊
勢
崎
支
部
）

　

小
坂　

恵
一（
利
根
沼
田
支
部
）

　

佐
藤　

貴
雄
（
碓
氷
支
部
）

　

山
田　

晴
彦
（
前
橋
支
部
）

　

福
田　
　

猛
（
桐
生
支
部
）

○
（
社
）
全
国
生
活
衛
生
同
業

　

組
合
中
央
会
理
事
長
感
謝
状

　

外
山　

弘
明
（
多
野
支
部
）

第
55
回
県
生
活
衛
生

業
者
大
会
開
催

理
容
組
合
関
係
者

九
人
表
彰

　

群
馬
県
理
容
政
治
連
盟
の
常

任
委
員
会
が
、２
月
25
日
（
月
）

県
理
容
専
門
学
校
で
30
人
の
出

席
の
も
と
開
か
れ
、
平
成
24
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告

並
び
平
成
25
年
度
の
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ

た
。

　

今
泉
会
長
は
「
先
の
衆
院
選

で
は
支
持
す
る
自
民
党
が
大
勝

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
民
党

政
権
が
前
と
違
い
よ
い
方
向
に

向
か
っ
て
も
ら
え
ば
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
し
た
。

　

富
澤
顧
問
は
、「
自
民
党
は

大
勝
し
た
が
、
ま
だ
反
省
点
が

あ
る
。
決
し
て
自
民
党
が
勝
っ

て
も
全
国
か
ら
の
自
民
党
へ
の

票
は
ま
だ
少
な
い
」
と
述
べ
、

先
の
衆
院
選
に
お
い
て
の
裏
事

情
を
語
り
安
倍
政
権
に
お
け
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
功
罪
の
経
済

状
況
を
語
っ
た
。

　

吉
野
顧
問
は
、「
中
曽
根
先

生
、
山
本
先
生
は
業
界
を
非
常

に
気
に
し
て
く
れ
、
意
識
し
て

下
さ
っ
た
。
両
先
生
は
理
容
組

合
員
の
前
を
通
る
と
皆
歓
迎
を

し
て
く
れ
た
。
今
後
、
何
か
あ

れ
ば
私
た
ち
に
で
き
る
範
囲
で

組合講習会

　1月21日（月）、第10回県理事会でキ
ャンペーン抽選会を行い、団体生命・
療養補償の新規加入者30人から２人に
２万円相当のカタログギフトが、150人
の応募者から30人に５千円のクオカー
ドが当たった。県理事会席上、各理事が
厳正な抽選に臨み当選者には後日支部を
通じて贈られた。

24年度県独自共済
キャンペーン抽選会

就活に有利になる
ヘアスタイルの提案

　

１
月
17
日
（
木
）
県
立
下
仁

田
高
等
学
校
２
年
生
４
人
、３

年
生
３
人（
男
子
６
人
女
子
１

人
）を
対
象
に
理
容
体
験
学
習
・

課
外
授
業
を
行
っ
た
。
今
泉
理

事
長
は
挨
拶
で
、
理
容
業
の
歴

史
や
理
容
業
の
良
さ
を
説
明
し

た
。
地
元
、
神
林
支
部
長
も
参

加
す
る
中
、
実
地
に
移
り
、
山

口
中
央
講
師
は
ウ
イ
ッ
グ
を
使

い
生
徒
に
理
容
バ
サ
ミ
を
持
た

せ
て
実
践
さ
せ
た
。
生
徒
も
大

変
興
味
を
示
し
、
笑
い
声
も
飛

び
出
す
中
、
和
や
か
に
楽
し
ん

で
く
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
信

澤
知
歩
氏
は
男
子
生
徒
を
モ
デ

ル
に
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ

を
体
験
さ
せ
て
生
徒
は
大
変
興

味
を
示
し
た
。
最
後
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
書
い
て
も
ら
い
、
理
容

師
に
興
味
を
も
っ
た
生
徒
は
全

員
で
あ
っ
た
。
理
容
技
術
は
難

し
そ
う
だ
が
楽
し
か
っ
た
と
の

こ
と
。
１
人
で
も
２
人
で
も
、

こ
の
中
の
生
徒
か
ら
理
容
学
園

入
学
者
が
出
れ
ば
と
思
っ
た
一

日
で
あ
っ
た
。　
（
県
広
報
部
）

理
容
体
験
学
習

課外授業

下
仁
田
高
等
学
校
に
て

何
で
も
申
し
付
け
下
さ
い
と
い

つ
も
言
っ
て
お
り
ま
し
た
」
と

語
り
、「
先
般
の
県
条
例
の
中

で
洗
髪
施
設
の
問
題
に
つ
い

て
、
自
民
党
県
議
団
の
お
陰
で

可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
で
業
界
が

良
く
な
る
か
ど
う
か
は
別
だ

が
、
こ
れ
か
ら
先
に
結
論
が
出

る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

（
県
広
報
部
長　

小
林
真
澄
）

群
馬
県
理
容
政
治
連
盟

常
任
委
員
会
開
催
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あ
な
た
も

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
!

３
．
平
成
25
年
度
理
事
長
報
酬

　

に
つ
い
て

報
告
事
項

　
　

全
理
連
理
事
会
報
告

協
議
事
項

１
．
平
成
25
年
暫
定
予
算
に
つ

　
　

い
て

２
．
平
成
25
年
度
行
事
及
び
予

　
　

算
費
用
に
つ
い
て

３
．
エ
ス
テ
専
任
講
師
認
定
基

　
　

準
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
平
成
25
年
度
行
事
予
定
及

　
　

び
予
算
に
つ
い
て

２
．「
新
春
祝
賀
会
」
に
つ
い
て

３
．
県
理
容
競
技
大
会
に
つ
い
て

４
．
県
講
師
認
定
結
果
に
つ
い

　
　

て

５
．
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表

　
　

彰
に
つ
い
て

ソフトタイプ  新合成洗剤（無リン） 群馬県最低賃金

（平成２4年１０月10日より適用）

１時間…６96円

理
事
会
報
告

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

インターアクトコンサルティング有限会社

AFLACの医療保険は入院後の通院給付金や先進医療
（群大の重粒子線等）の治療費を保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

６
．
後
継
者
育
成
事
業
に
つ
い
て

７
．
Ｂ
Ｂ
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
セ

　
　

ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

８
．
婚
活
に
つ
い
て

９
．
理
政
会
・
監
査
会
・
常
任

　
　

委
員
会
の
日
程
に
つ
い
て

10
．
当
面
す
る
諸
問
題

１
．
県
講
師
会
名
誉
講
師
に
つ

　
　

い
て

２
．
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
抽

　
　

選
会
に
つ
い
て

第
10
回
理
事
会
25
年
１
月
21
日

第
９
回
理
事
会
12
月
17
日

　

冬
の
寒
さ
を
体
に
感
じ
る
頃

に
、前
橋
支
部
夜
間
講
習
会
が
、

11
月
21
日
（
水
）、
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
小
林
会
長

が
講
師
と
な
り
、
寝
た
き
り
高

齢
者
の
出
張
理
容
に
つ
い
て
、

日
頃
講
師
が
行
な
っ
て
い
る
内

容
に
そ
っ
た
方
法
で
、
出
席
者

39
人
の
前
で
熱
弁
を
ふ
る
い
、

そ
の
後
実
技
が
始
ま
っ
た
。

　

モ
デ
ル
に
は
、
八
支
部
の
信

澤
健
生
さ
ん
が
な
り
、
小
林
講

師
の
語
る
注
意
点
は
、
顧
客
様

の
状
況
の
観
察
「
体
調
、
車
椅

子
な
ど
に
座
れ
る
か
、
寝
た

ま
ま
で
施
術
で
き
る
か
の
判

断
」
な
ど
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
モ
デ

ル
に
寝
て
い
た
だ
き
、
今
回
は

シ
ャ
ン
プ
ー
も
実
技
し
た
の
で

下
回
り
の
設
営
も
行
な
っ
た
。

講
師
も
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
の

一
時
間
半
の
講
習
会
で
し
た
。

そ
の
後
質
問
の
時
間
が
あ
っ
た

が
、
我
々
も
す
ぐ
に
実
践
で
き

る
内
容
に
、
出
席
者
か
ら
も
多

く
の
質
問
が
出
た
。
そ
れ
ら
に

講
師
が
、
親
切
、
丁
寧
に
法
令

な
ど
を
交
え
て
返
答
さ
れ
た
。

　

少
し
で
も
組
合
員
の
営
業
な

ど
に
結
び
つ
け
ば
と
、
そ
う
な

る
こ
と
を
願
っ
て
の
講
習
会
で

あ
っ
た
。
外
は
寒
く
て
も
、
講

習
会
は
、
熱
く
盛
り
上
が
り
、

月
の
明
か
り
を
見
な
が
ら
の
帰

路
、
明
日
か
ら
の
営
業
の
た
め

に
生
か
そ
う
と
決
意
を
あ
ら
た

に
し
た
。（

広
報　

西
山
継
典
）

前橋支部夜間講習会

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
知
っ
て
ま
す

か
？
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
心
臓

に
電
気
的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
止

ま
っ
た
心
臓
を
動
か
そ
う
と
試

み
る
医
療
器
械
の
こ
と
で
す
。

　

２
月
４
日
（
月
）、
伊
勢
崎

市
文
化
会
館
で
伊
勢
崎
消
防
署

北
分
署
の
消
防
士
に
よ
る
指
導

の
も
と
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
開

催
し
た
。
県
内
出
身
の
元
日
本

代
表
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
松
田
直
樹
さ

ん
が
死
去
さ
れ
て
か
ら
以
前
よ

り
も
注
目
度
を
増
し
、
設
置
場

所
を
増
や
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

現
在
、
伊
勢
崎
市
内
の
学
校
や

公
共
施
設
に
は
全
て
設
置
し
て

あ
る
そ
う
で
す
。
設
置
場
所
や

目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
も
、

使
い
方
が
解
ら
な
い
と
、
大
切

な
家
族
や
友
人
の
命
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
３
年

前
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
前
回
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

会
（
平
成
22
年
）
に
参
加
さ
れ

た
方
々
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

初
め
て
受
講
さ
れ
る
方
々
も
消

防
士
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

師
の
高
橋
さ
ん
、
内
藤
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
わ
か
り
や
す
く
楽

し
い
説
明
で
３
時
間
と
い
う
講

習
時
間
も
飽
き
る
こ
と
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

講
習
内
容
は
５
年
に
１
回
程

度
、
解
り
や
す
い
よ
う
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
そ
う
で
す
。

忘
れ
な
い
た
め
に
も
３
年
に
１

度
の
間
隔
で
受
講
す
る
の
が
理

想
の
よ
う
で
す
。

　

乳
幼
児
や
小
学
生
な
ど
の
体

の
小
さ
い
お
子
さ
ん
へ
の
使
用

方
法
、
人
工
呼
吸
な
ど
も
教
え

て
い
た
だ
け
た
の
で
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。

　

ま
だ
受
講
し
て
な
い
方
は
ぜ

ひ
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
回
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

伊
勢
崎
消
防
署
職
員
の
皆
様
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
高
橋
さ

ん
、
内
藤
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

これで安心  寝たきり出張理容これで安心  寝たきり出張理容これで安心  寝たきり出張理容
皆
で
学
ぼ
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

伊勢崎支部
青年女性部

（
青
年
女
性
部　

高
橋
信
博
） 　

平
成
24
年
11
月
12
日
（
月
）

太
田
市
勤
労
会
館
で
衛
生
講
習

会
を
実
施
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
と
ト
ン
ズ
ラ
ン
ス

菌
」。
講
師
に
東
部
保
健
福
祉

事
務
所
の
島
田
秀
子
氏
を
お
迎

え
し
、
支
部
役
員
と
保
健
所
職

員
に
よ
る
実
演
で
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役
割
を
学
ん
だ
。
出
席

者
は
１
１
２
人
で
し
た
。

（
広
報　

坂
田
信
宏
）

太
田
支
部

衛
生
講
習
会

　

毎
年
恒
例
の
衛
生
講
習
会
が

平
成
24
年
11
月
12
日
、
総
合
福

祉
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
自
殺
予
防
に
取

り
組
む
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
宣

言
」。
日
本
国
内
の
現
状
で
は

98
年
を
境
に
年
間
自
殺
者
数
は

14
年
連
続
し
て
３
万
人
を
越
え

て
お
り
、
こ
の
数
字
は
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
の
５
倍
以

上
、
ま
た
自
殺
未
遂
者
は
自
殺

者
の
10
倍
は
い
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
重
大

か
つ
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。

　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
は
直

訳
す
れ
ば
「
門
番
」
を
意
味
し

悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
こ

れ
に
耳
を
傾
け
、
必
要
が
あ
れ

ば
専
門
の
相
談
機
関
へ
と
繋
ぐ

役
割
を
果
た
す
人
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　

我
々
組
合
サ
ロ
ン
に
お
い
て

は
一
定
の
固
定
客
と
定
期
的
に

接
し
、
施
術
中
は
一
対
一
の
時

間
を
共
有
し
ま
す
。
親
密
感
か

ら
の
自
然
な
会
話
も
あ
り
、
お

客
様
の
変
化
に
気
付
き
易
い
業

種
で
あ
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
自
殺
」
は
決
し
て
報
道
の

中
だ
け
の
出
来
事
で
は
な
く
、

今
現
在
も
身
近
な
人
に
降
り
か

か
っ
て
い
る
深
刻
な
問
題
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
毎
日
約
90

人
も
の
尊
い
命
が
自
殺
に
よ
っ

て
失
な
わ
れ
て
お
り
、
我
が
国

に
お
け
る
20
代
・
30
代
の
死
因

の
ト
ッ
プ
は
交
通
事
故
で
も
病

気
で
も
な
く
自
殺
に
よ
る
も
の

な
の
で
す
。

　

命
を
守
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

宣
言
は
一
人
一
人
の
心
掛
け
次

第
で
誰
で
も
担
え
る
大
切
な
役

割
。
組
合
サ
ロ
ン
な
ら
で
は
の

素
晴
ら
し
い
特
性
を
フ
ル
に
活

用
し
て
皆
さ
ん
で
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
前
橋
支
部　

山
形
昌
之
）

　

1
月
21
日
（
月
）、
前
橋
の

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ー
ト
ラ

シ
ー
ネ
に
お
い
て
県
理
容
組
合

と
群
馬
理
容
学
園
と
の
合
同
新

年
会
が
多
く
の
ご
来
賓
を
招
い

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

小
林
副
理
事
長
の
司
会
進
行

の
下
、
今
泉
森
夫
理
事
長
、
松

田
昇
校
長
、
富
澤
啓
顧
問
が
挨

拶
し
た
。
多
く
の
ご
来
賓
の

方
々
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

県
議
会
議
員
、
中
沢
丈
一
氏
が

「
こ
の
た
び
伝
統
あ
る
群
馬
理

容
組
合
の
特
別
顧
問
と
し
て
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
問
題
ま
た
理
容
を
取
り

巻
く
環
境
問
題
に
役
割
を
果
た

せ
な
い
か
進
め
て
き
た
が
、
県

組
合
の
方
に
力
を
出
し
て
ほ
し

い
な
ど
要
望
さ
れ
私
で
で
き
る

の
で
し
た
ら
お
役
に
立
ち
た

い
、
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

私
の
ほ
う
か
ら
懇
願
し
顧
問
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

自
民
党
と
し
て
も
県
連
と
し

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
、
私
も

顧
問
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
課
題
に
向
か
っ
て
平
成
25

年
も
し
っ
か
り
皆
様
方
の
た
め

に
努
力
を
し
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
、
吉
野
信
一
顧
問
の
乾
杯
で

宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

（
県
広
報
部
長　

小
林
真
澄
）

理
容
組
合
・
理
容
学
園
合
同
新
年
会
開
催

第
11
回
理
事
会
２
月
25
日

（
前
橋
発
）
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支部名
実施日時

講　　習　　会　　の　　内　　容
受講者数

前　橋
11月12日㈪
10時～12時 テーマ ゲートキーパーについて

199名 講師 前橋市保健所　塩原亜弓

高　崎
11月12日㈪
10時～11時30分 テーマ 認知症サポーター養成講習

122名 講師 高崎保健所生活衛生課環境衛生担当　坂口美葉子

桐　生
11月12日㈪
10時～12時 テーマ ゲートキーパー講習会

147名 講師 桐生保健福祉事務所　勅使河原洋子・増山さゆり

伊勢崎
11月12日㈪
10時～12時 テーマ 「ゲートキーパーとは」「消毒薬の特長と注意点」について
126名 講師 伊勢崎保健福祉事務所　書上ゆかり・杉本由美子・山田昌彦

太　田
11月12日㈪
10時～12時 テーマ ゲートキーパーについて　トンズランス菌について

112名 講師 東部保健福祉事務所　島田秀子・尾島浩・反町真澄

邑　楽
11月12日㈪
10時～12時 テーマ ゲートキーパーの役割　感染予防拡大防止のため

に注意すること
105名 講師 館林保健福祉事務所　坂本・根岸・正田・高木

利　根
10月29日㈪
13時～15時 テーマ ゲートキーパー講習会　もう一度消毒法をみなお

そう
59名 講師 利根沼田保健福祉事務所　斉藤明男・山田幸世

渋　川
11月26日㈪
10時～12時 テーマ ゲートキーパーについて　消毒一般

83名 講師 渋川保健福祉事務所　須田・吉野

多　野
11月５日㈪
10時～12時 テーマ １.ゲートキーパーについて

２.理容所における衛生管理・消毒について
45名 講師 藤岡保健福祉事務所　伊藤里加・吉江篤郎

吾　妻

10月29日㈪
10時～12時30分 テーマ ゲートキーパー講習会　衛生消毒について

45名 講師 中之条保健福祉事務所　
星野・増田さゆり・宮下浩司

甘　楽
11月12日㈪
15時～16時30分 テーマ １.衛生消毒講習について

２.ゲートキーパーについて
68名 講師 富岡保健福祉事務所　見城信子・天田静子

碓　氷

11月６日㈪
10時～12時 テーマ １.出張理容に関する衛生管理要領について

２.ゲートキーパー養成研修について

38名 講師 安中保健福祉事務所　
中嶋慶子・増田さゆり・高橋奈緒美

受講者
総数 1,130名

平成24年度「全国理容衛生遵守強化運動」
衛生消毒講習会実施報告書

　

３
月
４
日
（
月
）
沼
田
西
倉

内
公
民
館
で
青
柳
文
明
県
講
師

を
招
き
利
根
支
部
講
習
が
行
わ

れ
28
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
「
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ

ト
の
幅
を
広
げ
た
い
」
と
い
う

要
望
に
応
え
、
２
点
を
講
習
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

最
初
の
モ
デ
ル
で
は
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
40
代
50
代
に
向
け
た
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
ト
ッ
プ

と
ク
ラ
ウ
ン
部
分
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
持
た
せ
、
ネ
ー
プ
の
部
分

を
タ
イ
ト
に
し
て
実
際
よ
り
若

く
見
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル
を
提
案

し
て
も
ら
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
キ
ン

グ
の
取
り
方
、
カ
ッ
ト
の
進
め

方
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
部
分
な

ど
、
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
説

明
だ
っ
た
。
細
か
い
部
分
で
も

左
右
の
長
さ
の
合
わ
せ
方
や
み

つ
襟
の
残
し
方
、
前
髪
の
作
り

方
な
ど
す
ぐ
取
り
入
れ
ら
れ
る

技
術
も
勉
強
に
な
っ
た
。
ロ
ッ

ド
を
数
本
使
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

持
た
せ
る
技
術
も
メ
ニ
ュ
ー
の

広
が
り
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

　

次
の
モ
デ
ル
で
は
タ
レ
ン
ト

の
剛
力
彩
芽
風
の
カ
ッ
ト
と
し

て
、
先
程
の
技
術
を
取
り
入
れ

て
ア
イ
ロ
ン
を
使
っ
た
セ
ッ
ト

で
若
い
世
代
に
も
ウ
ケ
る
ヘ
ア

ス
タ
イ
ル
を
作
っ
た
。
２
人
の

女
性
モ
デ
ル
は
カ
ッ
ト
す
る
前

に
比
べ
て
明
ら
か
に
若
く
カ
ワ

イ
イ
感
じ
に
な
っ
て
お
り
、
参

加
者
も
皆
驚
き
、
レ
デ
ィ
ー
ス

カ
ッ
ト
へ
の
可
能
性
と
新
し
い

技
術
に
充
実
し
た
講
習
会
と
な

っ
た
。

　
「
お
客
様
が
何
を
求
め
て
い

る
か
」
を
よ
く
考
え
今
回
の
講

習
会
で
学
ん
だ
技
術
を
サ
ロ
ン

で
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
広
報　

蝋
山
大
介
）

　

２
月
４
日
（
月
）
〜
５
日

（
火
）、
碓
氷
支
部
で
は
恒
例
の

組
合
員
親
睦
１
泊
旅
行
を
行
っ

た
。
今
回
は
大
河
ド
ラ
マ
「
八

重
の
桜
」
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

旅
と
し
て
会
津
を
訪
れ
た
。

　

バ
ス
は
北
関
東
道
を
経
由
し

て
ま
ず
は
喜
多
方
で
腹
ご
し
ら

え
。
本
場
の
ラ
ー
メ
ン
定
食
に

舌
鼓
を
打
っ
た
後
は
、
ド
ラ
マ

に
も
出
て
き
た
会
津
藩
校
日
新

館
へ
。「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら

ぬ
も
の
で
す
」
と
の
教
え
に
感

心
し
な
が
ら
飯
盛
山
へ
向
か
う

も
積
雪
で
山
頂
は
断
念
し
、
大

内
宿
へ
向
か
っ
た
。
冬
の
大
内

宿
は
風
情
は
あ
る
も
の
の
寒
さ

も
厳
し
い
。
お
土
産
も
そ
こ
そ

こ
に
今
日
の
宿
で
あ
る
芦
の
牧

温
泉
へ
到
着
し
た
。
源
泉
掛
け

流
し
の
湯
と
郷
土
料
理
に
満
足

し
つ
つ
、
２
日
目
は
い
よ
い
よ

会
津
若
松
市
内
へ
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案

内
で
戌
辰
戦
争
の
舞
台
で
あ
る

鶴
ヶ
城
を
見
学
後
、
先
月
オ
ー

プ
ン
し
た
大
河
ド
ラ
マ
館
へ
向

か
う
。
入
口
で
当
時
の
衣
裳
に

扮
し
た
『
ふ
く
し
ま
八
重
隊
』

の
美
女
に
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

み
て
ま
す
！
」
と
声
を
か
け
る

と
「
あ
り
が
と
な
し
」
と
返
さ

れ
て
感
動
し
き
り
。

　

昼
食
は
名
物
の
馬
刺
し
を
満

喫
し
、
酒
造
歴
史
館
で
試
飲
を

楽
し
み
、
家
老
だ
っ
た
西
郷
頼

母
邸
を
復
元
し
た
武
家
屋
敷
を

見
学
後
帰
路
に
つ
く
。
当
地
を

巡
り
、
ま
す
ま
す
大
河
ド
ラ
マ

へ
の
楽
し
み
も
増
し
た
。

（
碓
氷
支
部　

佐
藤
貴
雄
）

☆ハンサムウーマン☆　八重のふるさと
碓氷支部
　組合員親睦
　　１泊旅行

　

２
月
21
日
（
木
）
太
田
市
内

の
会
場
に
て
、
第
二
回
の
太
田

支
部
夜
間
講
習
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
Ｊ
Ｉ
Ｇ（
ジ
グ
）

に
も
使
わ
れ
て
い
る
『
ク
リ
ー

プ
』
と
い
う
技
術
を
近
藤
慶
一

県
講
師
に
、
モ
デ
ル
を
使
っ
て

「
縮
毛
矯
正
」
と
「
ち
ょ
い
た

し
ア
イ
ロ
ン
」
と
い
う
実
際
の

サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
で
使
え
る
形
で

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

縮
毛
矯
正
は
造
ら
れ
た
感
じ

も
な
く
柔
ら
か
い
感
触
。
ち
ょ

い
た
し
ア
イ
ロ
ン
も
薬
液
を
使

わ
な
い
ア
イ
ロ
ン
技
術
と
い
う

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
提
案
に
は
も

っ
て
こ
い
の
内
容
だ
っ
た
。

　

夜
間
講
習
に
も
関
わ
ら
ず
大

勢
の
方
に
受
講
し
て
い
た
。

（
教
育　

内
山
智
規
） 　

第
32
回
前
橋
理
容
師
会
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
、
41
名
の
参
加

者
の
も
と
、
ボ
ウ
ル
ジ
ャ
ン
ボ

前
橋
で
行
わ
れ
た
。

　

山
田
教
育
部
長
の
開
会
宣
言

と
共
に
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、
す

ぐ
さ
ま
各
レ
ー
ン
か
ら
は
歓

声
、
興
奮
、
声
援
な
ど
の
声
が

上
が
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
県

大
会
出
場
者
が
男
性
陣
は
、
金

井
さ
ん
・
舘
野
さ
ん
・
飛
知
和

さ
ん
・
信
澤
さ
ん
。
女
性
陣
は
、

山
形
さ
ん
・
信
澤
さ
ん
・
石
井

さ
ん
・
貝
瀬
さ
ん
・
原
沢
さ
ん
・

清
水
さ
ん
・
萩
原
さ
ん
・
渡
辺

さ
ん
と
な
り
、
大
会
に
臨
む
。

県
大
会
も
大
い
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
前
橋
支
部　

中
原
章
雄
） 　

３
月
４
日
（
月
）、
沼
田
ボ

ウ
ル
に
て
、
利
根
沼
田
支
部
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
17
名

が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
男
女
混
合
の
ペ
ア
戦

で
争
わ
れ
親
睦
を
は
か
り
な
が

ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

（
成
績
）

優　

勝　

佐
々
木
・
高
橋
ペ
ア

準
優
勝　

田
村　

・
田
中
ペ
ア

３　

位　

伊
勢
野
・
小
林
ペ
ア

（
広
報　

蝋
山
大
介
）

可
能
性
と
新
し
い
技
術
に
興
奮

世
代
別
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト　

利
根
沼
田
支
部
講
習

太
田
支
部
講
習
会

ク
リ
ー
プ
を
学
ぶ

ボウリング大会青年女性
部

燃
え
た
ぜ
！
ペ
ア
戦

利
根
沼
田
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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２
月
15
日
、
ロ
シ
ア
ウ
ラ
ル

地
方
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
に
、

隕
石
が
落
下
し
た
。
隕
石
の
重

さ
は
、
大
気
圏
突
入
前
約
１
万

ト
ン
、
直
径
は
、
17
メ
ー
ト
ル

と
の
こ
と
。
１
９
０
８
年
に
、

シ
ベ
リ
ア
に
落
下
し
て
森
林

を
、
な
ぎ
倒
し
た
隕
石
か
彗
星

と
み
ら
れ
る
落
下
物
以
来
の
大

き
さ
だ
っ
た
と
か
。
隕
石
が
落

下
す
る
時
に
光
だ
け
で
な
く
強

烈
な
熱
線
を
発
し
て
、「
暖
か

く
感
じ
た
方
を
見
た
ら
、
光
が

走
っ
て
い
た
」。
そ
の
後
、
間

を
置
い
て
起
き
た
バ
ン
バ
ン
と

い
う
爆
発
音
。「
こ
の
世
の
終

わ
り
」
を
想
像
し
た
様
子
が
テ

レ
ビ
の
映
像
で
も
よ
く
感
じ
ら

れ
た
。

　

ま
る
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン

を
見
て
い
る
様
な
感
覚
。
そ
う

感
じ
ら
れ
た
の
は
、
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

理
器
商
組
合

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 2

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　守　平
高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8

☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　俊　夫
前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9

☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男
前 橋 市 六 供 町 6 6 9

☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫
高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9

☎027（364）4771　FAX027（364）4772

北　村　商　事
北　村　重　勝

高 崎 市 下 里 見 9 0 5 － 5
☎027（343）3364　FAX027（343）3364

編

集

後

記

編

集

後

記

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

池
田
美
代
子　

前
橋　

亀
田
い
く
子　

高
崎

高
橋　

哲
乎　

高
崎　

組
合
員

竹
鼻　

和
悦　

高
崎

小
池　

達
夫　

吾
妻　

組
合
員

荻
井　

正
幸　

吾
妻　

組
合
員

磯
山　

洋
子　

太
田

互
助
会
員
訃
報

　

人
口
密
集
地
域
に
、
落
下
し

な
か
っ
た
の
が
、
不
幸
中
の
幸

い
だ
。
こ
れ
も
自
然
現
象
な
の

で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
人

類
の
せ
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。

全
世
界
で
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

隕
石
が
今
で
も
落
下
し
て
い

る
。
宇
宙
に
は
、
ロ
マ
ン
が
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
地
球
に

来
た
時
は
、
ロ
マ
ン
で
は
、
す

ま
さ
れ
な
い
、紙
一
重
で
あ
る
。

同
じ
く
、
地
球
に
、
近
づ
い
て

い
た
小
惑
星
は
直
径
45
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
約
13
万
ト
ン
。
落
下

す
る
こ
と
も
な
く
、
地
球
に
最

接
近
し
て
通
り
過
ぎ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
目

を
迎
え
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
興

に
は
、
ほ
ど
遠
い
東
北
３
県
。

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
。

し
か
し
心
か
ら
本
当
の
笑
顔

は
、
い
つ
復
興
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

（
広
報　

西
山
継
典
）

　

２
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
理
容
学
校
に
お
い
て

関
東
甲
信
越
協
議
会
主
催
の
エ

ス
テ
講
習
会
12
名
参
加
で
行
わ

れ
た
。

〔
参
加
者
の
感
想
〕

渡
邉
照
子

　

有
意
義
な
講
習
会
で
し
た
。

今
泉
久
代

　

実
践
で
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

黒
澤
千
鶴

　
今
後
の
仕
事
に
役
立
て
た
い
。

須
永
綾
子

　

メ
ニ
ュ
ー
化
し
実
践
し
た
い
。

松
井
磨
那

　

わ
か
り
や
す
い
指
導
で
し
た
。

遠
藤
由
美
子

　

充
実
し
た
講
習
会
で
し
た
。

 

有
意
義
な
講
習
は

  

す
べ
て
お
客
さ
ま
の

　
　
　
美
の
た
め
に

B・Bエステティックセミナー

①
Ｈ
22
・
10
・
７
②
前
橋
支
部
・

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
オ
カ
ダ
③
岡
田

賢
・
裕
美
④
長
男
⑤
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
人
間
に
育
っ
て
ほ
し

い

①
Ｈ
24
・
12
・
31
②
前
橋
支
部
・

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
オ
カ
ダ
③
岡
田

賢
・
裕
美
④
次
男
⑤
明
朗
で
努

力
家
な
人
に
育
っ
て
ほ
し
い

岡田悠
ゆう

人
と

岡田  歩
あゆむ

わ
が
家
の

ア

ド

イ

ル

団
体
生
命
共
済
制
度
改
定
‼
平
成
25
年
４
月
１
日

　
　
　
よ
り
ス
タ
ー
ト

小型制度

大型制度

加入共済金１００万円が新設されます。
手頃な掛金で加入できます。また、グループ移行時に継続しやすくなります。（注）新規加入は、満７０歳６ヵ月まで改訂

①

特別給付金に還暦祝金と古希祝金が新設されます。
（注）加入後２年を経過し、平成２５年４月１日以降、満６０歳、満７０歳になる方が対象です。改訂

②

特別給付金の弔慰金（子供死亡）と入院見舞金は、平成２５年４月１日以降
の事由発生日より、加入後２年未満でも支払対象となります。改訂

③

特別給付金に還暦祝金が新設されます。
（注）加入後２年を経過し、平成２５年４月１日以降、満６０歳になる方が対象です。改訂

④

小型・大型両制度の特別給付金で、弔慰金（加入者死亡）、手指の障害見舞金
（災害のみ）は、死亡共済金・障害給付金の保障があるため廃止されます。

お問い合わせは
支部・組合・連合会まで

改訂
⑤

全国理容生活衛生同業組合連合会  ＴＥＬ０３－３３７９－４１１１

還暦祝金

給付金の
種類 支払条件 加入共済金別給付金額

100万円
0.5万円
0.5万円

200万円
1万円
1万円

300万円
1.5万円
1.5万円

400万円
2万円
2万円

100万円
400
500
600
1,250
2,250
4,500

200万円
800
1,000
1,200
2,500
4,500
ー

300万円
1,200
1,500
1,800
3,750
6,750
ー

400万円
1,600
2,000
2,400
5,000
9,000
ー

500万円
2.5万円
2.5万円

500万円
2,000
2,500
3,000
6,250
11,250
ー

還暦祝金
古希祝金

区分
A1グループ
A2グループ
Ｂグループ
Ｃグループ
Ｄグループ
Ｇグループ

年齢（満）
14歳6ヵ月超～26歳
26歳1日～36歳
36歳1日～51歳
51歳1日～61歳

61歳1日～80歳6ヵ月
80歳6ヵ月超～85歳6ヵ月

加入者が満60歳になったとき
加入者が満70歳になったとき

給付金の種類 支払条件 給付金額
５万円加入者が満60歳になったとき

加入共済金額掛金（掛捨て）月額
New
!!


